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着衣運動時における温冷感・快適感と体温調節との関係（第２報）

昭和学院短大○高野倉睦子

共立女短大　中川千種下田邦枝藤田光子　長田泰公

目　的　前報では着衣運動時の体温調節と体感の関係について検討するために。着用実験
を行った。その結果，温冷感と平均皮膚温の間では，安静一運動一安静の経過を追って両

者の関係にヒステレシスがみられた。そこで本報では，運動発汗時の温冷感や湿潤感，快

適感と生理的測定値間の相関やヒステレシスについて明確にするために，重回帰分析を行

い，両者の関係についてさらに検討を加えた。
方法環境条件：人工気候室において，環境温度は20°:Ｃと30°Ｃの２条件。柑対湿度は60
％,気流は0. im/sec以下とした。実験服：環境温度30°Cでは下着，スポーツウェア一等の

合計0.45clo,20°Cではランニングシャツを加えて合計0.5cloを着衣した。被験者：健康で
体格の近似した成人女子５名。負荷運動：自転車型エルゴメーターにより, 20分間で約72

kcalの運動を負荷した。測定項目：直腸温，外耳道温，全身５ケ所の皮膚温，衣服内の温
湿度，体重，衣服重量，温冷感，湿潤感，快適感などである。測定：被験者は設定温度に

適した実験服を着衣させ，各環境下で，運動の前，中，後の間で３分毎に外耳道温等の生
理的測定を行うとともに，快適感を４段階，温冷感と湿潤感を７段階評価法で申告させた。

結果Ｄ重回帰分析の結果, 20°:C.30°Cいずれの環境下でも，温冷貳湿潤感快適感

は生理的測定値のいくつかと有意な相関がみられた。2)温冷感，快適感と平均皮膚温，湿
潤感と衣服内湿度との間には，安静一運動一安静の経過を追ってヒステレシスがみられた。

3)湿潤感と衣服内湿度との間の相関は，絶対湿度を用いると相対湿度の時よりやや高くな

った。
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目的　今日、和服は正月や正式な場に多く着用され、日常生活着としての役割は小さくな

っている。その中で、比較的着用されていると考えられるゆかたは、和服独特の形態から

開口部が大きく涼しそうであるが、被覆面積が大きく暑そうにも感じられる。そこで本研
究では、着用実験によってゆか･たの着用感を、主に温熱的側面から、ゆかたと被覆面積を

等しくし、ゆかた地を用いて製作したツーピースと比較した。また、アンケートによって

ゆかたのイメージやその着用感などを検討し、ゆかたの涼しさを系統的に追究した。

方法　アンケート:18～22才の男女大学生を対象とし、1993年６月に実施した。調査内容

はゆかたの着用率、イメージ、部位別にみた温冷感などである。有効回収票は、女性210、

男性noであった。着用実験：ゆか:だ綿100％）及びロング丈ツーピースドレス（被覆

面積を等しくし、ゆかた地で製作した）の２種類の供試衣服を用い、女子学生を被験者と

して、27°C、60％RHの環境下で行った。測定項目は、二皮膚温、衣服丿内温湿度、心拍数、全

身及び局所温冷感・快適感などである。

結果　1）ゆかたの着用経験率は、男子で64％･、女子では92％に及んでいた。2)ゆかたのイ

メージとして「涼しい､すっきりしている､素朴である」が示された。3）ゆかた着用時の温

冷感では、袖口､腕､肢下部は涼しく、帯部分は暖かいと感じていることがわかった。’ 4）着

用実験において、腹部の皮膚温及び衣服内温度は、ゆかた着用時の方がツーピースの時よ

り有意に高かった。前腕部では逆に、ゆかた着用聘に有意に低い結果が得られ、上記3)が

検証されたといえる。また背部衣服内温度はゆかた着用時において有意の低下を示した。
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